
 

 

 

 

 

 

 

 

【背景】 

本市では、休日や夜間における小児の応急診療の対応を行うとともに、2次救急医療機関の負担軽減

のために、神戸こども初期急病センター及び西部休日急病診療所において、小児初期救急医療体制を確

保しているが、北区の子供の急変時は、多くの患者が、神戸こども初期急病センターを受診しており、

北区における小児の初期救急医療体制の充実が課題となっていた。 

 

 （参考）市内の小児初期救急医療拠点 

・神戸こども初期急病センター（中央区・HAT神戸）  

運営主体：神戸小児初期救急医療事業団（指定管理） 

       診療時間：平日 19：30～翌６：30、土曜 14：30～翌６：30 

日曜・祝日・年末年始８：30～翌６：30 

       ・西部休日急病診療所（西区・学園都市）  

     運営主体：神戸市医師会（補助事業） 

診療時間：日曜・祝日・年末年始 ９：00～16：40 

 

 （参考）神戸こども初期急病センターの受診状況 

      2010（平成 22）年度～2022（令和４）年度の患者数：320,343人 

       うち、北区からの患者数：36,450人（11.4％）  

※全市９区中、東灘区、灘区、中央区に次いで多い。 

 

【事業概要】 

かねてより市民から要望があった、北区の小児の初期救急医療について、新たに済生会兵庫県病院が

設置する「（仮称）北部小児初期急病センター」の運営を支援し、より身近な地域での休日等における

受診体制を確保する。 

  ・名称：「（仮称）北部小児初期急病センター」 

  ・場所：神戸市北区藤原台中町 5-1-1（済生会兵庫県病院内） 

  ・設置・運営：済生会兵庫県病院（神戸市は不採算部分に対して運営支援） 

・運営開始：2024（令和６）年４月～ 

・診療時間：日曜・祝日・年末年始 9：00～12：00（３時間）、木曜 19：00～21：00（２時間） 

  ・R6事業費：8,000千円（人件費など運営に要する費用の一部を支援） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名  

小児初期救急医療体制の充実 

―「（仮称）北部小児初期急病センター（済生会兵庫県病院）」の開設― 

新規・拡充 
 

予算額 8,000千円 

  

主要施策：（柱）１（カテゴリー）健康づくりの推進・医療の充実 
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（参考）済生会兵庫県病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先           

健康局 地域医療課 担当 梅永・福田、外線 322-5246（内線 3376） 


